
○ グローバル化の進む社会において、世界各地で流行する感染症が国境を越えて短期間に拡大するリスクや、慢性感染症の潜在的な感染拡大のリスクがます

ます高まっており、国際的な連携の下、感染症制御に向けた予防・診断・治療等の対策を進めるため、継続的に感染症研究を進めていくことが重要である。

○ 健康・医療戦略（平成26年7月閣議決定）及び医療分野研究開発推進計画（平成26年7月健康・医療戦略推進本部決定）等に基づき、我が国における感染症

研究基盤の強化・充実を図るとともに、新興・再興感染症制御に資する基礎的研究を推進する。

背景・課題

事業概要

新興・再興感染症研究基盤創生事業

新興・再興感染症制御のための基礎的研究我が国における感染症研究基盤の強化・充実

我が国の研究者が感染症流行地でのみ実施可能な研究

他の国内大学・研究機関に所属する研究者による研究拠点・
データ等の利用（拠点のオープン化、データ等の共有化）
国内外の大学・研究機関と海外研究拠点をつなぐ多点間研究
ネットワークの構築
海外における研究・臨床経験の提供等を通じて国際的に活躍
できる人材を育成

創薬標的の探索、伝播様式の解明、流行予測、診断・治療薬の開
発等に資する基礎的研究
研究資源 (人材・検体・情報等）を共有した大規模共同研究により、質
の高い研究成果を創出

③ 海外研究拠点で得られる検体・情報等を活用した研究の推進

多様な分野の研究者が連携し、独創的な着想に基づいて行う基礎的
研究

欧米等で先進的な研究を進める海外研究者と連携し、最新の測定・
解析技術や計算科学等を活用した研究
感染症専門医が臨床の中で生じた疑問を基礎研究によって解明
していくリバース・トランスレーショナル・リサーチ

④ 多様な視点からの斬新な着想に基づく革新的な研究の推進

高度な安全性を備えた研究設備の整備支援
長崎大学BSL４施設を活用した基盤的研究(稼働前の準備
研究を含む）

研究成果の活用

海外研究拠点・
研究ネットワークの活用

① 海外の感染症流行地の研究拠点における研究の推進

② 長崎大学BSL4施設を中核とした研究基盤整備

◆ コホート研究、病原体のリザーバーの探索

◆ 複数地域の病原体を用いた地域横断的な研究

◆ 数学、応用物理学、地理学、情報学、経済学等との多分野融合研究

長崎大学等による病原性の
高い病原体の基礎的研究や
それを扱う人材の育成

海外研究拠点 長崎大学
BSL４施設

国内外
大学・研究機関

国立
感染症研究所

連携連携
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感染症流行地の研究拠点における研究の推進や長崎大学BSL4施設を中核とした研究基盤の整備によ
り、国内外の感染症研究基盤を強化する。また、海外研究拠点で得られる検体・情報等を活用した研究
や多様な分野が連携した研究を推進し、感染症の予防・診断・治療に資する基礎的研究を推進する。

※感染症研究革新イニシアティブに感染症研究国際展開戦略プログラムを発展的に統合
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